
カノコソウ・シャクヤク
卸から見た薬用作物

日時：令和6年10月4日
場所：松本市立博物館



本日の内容

◆カノコソウ・シャクヤク

•カノコソウ

•シャクヤク

◆長野県の取組み紹介



長野県生薬株式会社



長野県生薬株式会社

◆昭和25年設立

◆長野県が設立した薬草指導機関、「長野県薬
草指導所」を前身として、県下薬草業社が集ま
り「長野県生薬株式会社」を設立

◆当初は、長野県天然薬草採取失業対策事業に
協力して事業を開始

◆所在地
長野県長野市篠ノ井御幣川８７９－２



記録によると当初の買い上げ薬草は、黄柏皮・杏仁をはじ
めソウジュツ・ロート根等約60品目で、総額2000万円

買い入れ薬草の品目及び価格（乾燥したもの一貫目あたり）



◆医薬品製造業の許可を有し、製薬メーカーに医薬品原料
を提供

◆原料作物を加工し、食品メーカー等に提供

◆自社で薬用作物を栽培



受け入れ



選別



乾燥・裁断



カノコソウ

カノコソウ葉

https://matsue-hana.com/Graphics/lgal/0580.jpg


１８改正日本薬局方規格（抜粋）

本品はカノコソウValeriana fauriei Briquet (Valerianaceaeの根及
び根茎である。

◆生薬の性状 本品は倒卵円形の短い根茎の周囲に多くの細
長い根を付けたもので、外面は暗褐色～灰褐色を呈する。
根は長さ10～15cm、径0.1～0.3cm、外面に細かい縦じわが
あり、折りやすい。根茎は長さ1～2cm、茎1～2m上端には
芽及び茎の残基があり、質は堅く折りにくい。

その側面にストロンがついて
いることあり、ストロンは太
くて短いか、又は細長くて極
めて小さい鱗片葉を持つ。根
の横断面をルーペ視するとき、
皮部は淡灰褐色で厚く、中心
部は灰褐色を呈する。

本品は強い特異なにおいがあ
り、味は僅かに苦い。



項 目 規 格

精油含量 0.3ml以上

純度試験
(1)重金属：10ppm以下
(2)ヒ素：5ppm以下

乾燥減量 14.0％以下

灰分 10.0％以下

酸不溶性灰分 5.0％以下

１８改正日本薬局方規格（抜粋）



栽培上のポイント１

◆目標単収

10ａ当たり300kg（乾燥）

◆土壌

• 栽培には、やや冷涼な気候で、土壌は排水良好で適
度な保水力があり、耕土が深く膨軟な土地が適する

• 過乾過湿、粘土質土壌での栽培は避ける。高畝（15
～20cm）、潅水など有効

◆連作

連作障害が著しい（半身萎凋病等）のため、４～５年
の輪作が必要

◆摘蕾

株の成長・収量増のため、花が咲き終わる前に花芽を
摘む（４月下旬～６月上旬）



栽培のポイント２

◆除草

梅雨時期は早期の雑草防除に努める（定植前に２～３
回耕起し、雑草を処理）収量を上げるためには、春期
から初夏までの管理が重要

◆定植

• 9月下旬～11月に株を掘り、小分け 600株／ａ定植

• 苗は5～30ｇくらいで大きな芽がついたもの

• 株間20～30cm、5～6cm覆土、根を畝と並行に

◆施肥

元肥3～5kg/10ａ、萌芽後4月と生育期7月に追肥3～
5kg/10ａ



カノコソウの除草



栽培のポイント３

◆収穫

9月下旬～11月中旬（寒冷地では10月まで、夏枯れが
激しい時は早めに）

◆洗浄

• 株を掘り上げたら後茎葉を取り、土を落として洗浄

• 土が落ちにくい時は、晴天が続く日に掘り上げた後、
土付きのまま畑に2～3日広げて乾燥するかハサ掛け
して乾燥させて土を落とし、水洗い

◆乾燥・調製

水を切ったら根を伸ばした形で自然乾燥又は40℃で
通風乾燥

◆定植準備

• ベンレート水和剤で処理し、定植まで乾燥させない



カノコソウ



カノコソウ（北海道）



カノコソウ



シャクヤク



１８改正日本薬局方規格（抜粋）

本品はシャクヤクPaeonia lactiflora Pallas (Paeoniaceae)の
根である。

◆生薬の性状 本品は円柱形を呈し、長さ7～20cm、径1
～2.5cm、外観は褐色～淡灰褐色で、明らかな縦じわ及
びいぼ状の側根の跡と横長の皮目がある。

横断面は緻密で淡灰褐色
を呈し、木部は淡褐色の
放射状の線がある。

本品は特異なにおいがあ
り、味は始め僅かに甘く、
後に渋くて僅かに苦い。

写真：日本漢方生薬製剤協会より



項 目 規 格

成分含量
ペオニフロリン 2.0％以上
（換算した生薬の換算物中の含量）

純度試験
(1)重金属：10ppm以下
(2)ヒ素：5ppm以下

乾燥減量 14.0％以下

灰分 6.5％以下

酸不溶性灰分 0.5％以下

１８改正日本薬局方規格（抜粋）



白芍



赤芍



栽培作業工程
定植

摘蕾・摘花

茎葉管理

摘蕾・摘花

茎葉管理

収穫

調製

乾燥

播種
１年目

２年目～収穫前年

除草

２年目に定植

４～５年生㈱

10月
～11月

11月
～12月

5月

10月
～11月

5月

11月
～12月

追肥・除草

追肥・除草



弊社シャクヤク



長野県産シャクヤクの品質評価（参考）
（長野県衛生公害研究所（現環境保全研究所）研究報告）

◆検体
① 薬用作物として栽培されていた菅平産シャクヤク

2年生から11年生
② 切花用として栽培されていた中野地区産3年生か
ら10年生

③ 小布施地区産シャクヤク（和しゃく、富士、信濃
の春等）

◆試料の調整
根を細切、乾燥（35℃、27時間）後、粉砕

◆試験項目及び試験方法
① 乾燥減量、灰分、酸不溶性灰分：生薬試験法
② ペオニフロリン含量：日本薬局方



結果

• 薬用、切花用いずれも
根に含まれるペオニフ
ロリン含量は局方の規
格を満たしている

• 発育年数に比例して増
加する傾向

区 分 検体数
乾燥
減量

灰分
酸不溶
性灰分

ペオニフロ
リン含量

菅平産 80 8.1 2.8 0.08 5.3

中野・小布施産 44 8.1 4.3 0.09 3.3

市場流通品 6 9.1 4.0 0.07 3.9

外国産 2 10.3 3.6 0.09 3.1
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長野県内の取組み

長野県薬草振興ネットワークが設立されました



長野県薬草振興ネットワーク

◆設立日
令和6年2月1日

◆長野県薬草振興ネットワークとは
県内で薬草を栽培する生産者の課題解決や生薬取扱企
業の需要に応えられるよう、生産者・生薬取扱企業等
をつなぐ「長野県薬草振興ネットワーク」を設立して
長野県産薬草の振興を図る

◆長野県薬草振興プロジェクトチーム
長野県農政部、健康福祉部、林務部
（農政部園芸畜産課、健康福祉部薬事管理課、林務部信州
の木活用課）

長野県薬草生産振興組合



ネットワーク会員

◼県内薬草生産者※
個人、団体、障がい者施設等

※販売を目的とし、「生薬」となる薬草を生産する
方

◼生薬取扱企業等
県内卸売会社、県内製薬会社等

（生産者の会員との「薬草」などの取引を希望する
県内生薬取扱企業等）





主な取組内容

1. 薬草栽培の技術習得研修会

2. 薬草生産者、実需者の情報交換会

3. 薬草生産者と生薬取扱企業とのマッチング

4. 障がい者施設等における薬草栽培の取組支援

5. 地元企業と地域が連携した薬木（キハダ）の
森づくり

6. その他、課題解決のための国への要望 等



御静聴ありがとうございました。
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